
山梨県立あけぼの支援学校 第１回 学校運営協議会 

協議結果について 

 

           日時：令和７年６月２４日（火）午後２時～午後３時 

            場所：山梨県立あけぼの支援学校 ほほえみホール 

 

＜会長・副会長選出について＞ 

・会長 雨宮貴雄委員、副会長 山本剛委員に決定 

 

＜議事＞ 

（１）令和７年度学校運営基本方針について 

〇学校より説明→承認 

＜次 台＞                              

１ はじめの言葉 

２ 学校長挨拶 

３ 委員紹介（自己紹介）                   

４ 学校運営協議会の運営等に関する要綱 

５ 会長・副会長選出 

６ 会長・副会長挨拶 

７ 学校概要説明               

８ 令和６年度学校評価報告    

９ 議事 （議長：会長） 

（１）令和 7 年度学校運営基本方針について 

（２）拡大いじめ防止対策委員会について 

（３）その他 

１０ 連絡事項 

（１）令和７年度年間行事予定について 

（２）令和７年度学校評価について 

（３）学校と地域のあり方について  

（４）今後の予定   

第 2 回 10 月 23 日（木）  第 3 回 2 月  3 日（火） 

１１ おわりの言葉 



〇質問 

・学校評価の中にある ICF について 

→児童生徒の個に応じた生活上の困難さを把握し、自立活動などの学習

の中で児童生徒のニーズに応じた取り組みをしていきたいと考えてい

る。学校運営基本方針の③の部分にあたる。障害ということを機能とい

う面だけでなく、生活を送る上での不都合さという面でも捉えるなど、

いろいろな見方で捉え、それぞれの実態に応じて必要な対応を探し、改

善に向けて取り組んでいくことになる。本校ではその際、医療との連携

が欠かせない。また、本人の願い、保護者の願いなども非常に重要にな

る。また我々学校側の願いもあるため、様々な願いを結合させた上でよ

りよい方針になるような調整を心がけている。あわせて、将来でていく

社会や就労先など関係する機関との連携も非常に重要であると考えてい

る。 

 

（２）拡大いじめ防止対策委員会について 

〇学校より説明→承認 

〇質問 

・普通学級と特別支援学校とでいじめのタイプ、内容に違いはあるか。 

→いじめの定義については変わらない。いじめられた、嫌な思いをした

人がそれを感じているとそこで事案が発生していると捉える。それをし

っかりと受け止め、いじめをした側とされた側との間の調整をし、両者

がうまくいくように対策を考えていくというやり方に違いはない。 

本校は肢体不自由と知的障害の児童生徒が在籍している。思いを表出

することが難しい児童生徒もいるが、ＩＣＴ機器などを用いることや教

師が読み取ることで本人の思いを確認するという方法がある。そこで、

教師が児童生徒の内面をしっかりと読み取る力を蓄える必要があり、そ

のなかで子供たちと一緒に成長し、何かトラブルがあったときにそれを

受け止め、よりよい方法で解決し、組織として連携して取り組んでいく

ことが大切であるので、その点を重視している。 

→教職員も自己の目標の中に学級経営をとおしてどのように子供同士の

人間関係を作っていくかということを視野にいれて取り組んでいる。



様々な教育活動の中で、人と人との関係の中で生きていくということを

浸透させていけるようにしている。 

 

（３）その他→特になし 

 

＜連絡事項＞ 

（１）令和７年度年間行事予定について 

（２）令和７年度学校評価について 

（３）学校と地域のあり方について  

（４）今後の予定   

第 2 回 10 月 23 日（木）午後 12 時 45 分～午後 2 時 45 分   

第 3 回 2 月  3 日（火）午後 2 時～午後 2 時 45 分 


